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問
／
地
域
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
が
、
予
算
計
上
に
至
ら
な

か
っ
た
取
り
組
み
へ
の
対
応
は
。

答
／
予
算
計
上
に
至
ら
な
か
っ
た
提
案
は
57
件
あ
っ
た
。

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
や
総
合
事
務
所
等
が
団
体
に
対

し
て
予
算
計
上
へ
の
手
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
な
ど
、

次
期
の
提
案
に
向
け
て
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
き
た
い
。

問
／
地
域
活
動
支
援
事
業
を
活
用
し
て
き
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
補
助
金
の
上
限
を
今
後
段
階
的
に
見
直

し
、
令
和
８
年
度
に
10
分
の
７
に
す
る
と
し
て
い
る
が
、

方
針
に
変
更
は
な
い
か
。

答
／
活
動
の
継
続
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
ま
た
、
団

体
の
自
立
に
向
け
た
自
主
財
源
の
確
保
や
実
施
内
容
の

見
直
し
な
ど
の
工
夫
を
検
討
し
て
ほ
し
い
と
い
う
考
え

か
ら
、
段
階
的
に
見
直
す
経
過
措
置
を
設
け
た
。
一
方

で
、
ど
う
し
て
も
資
金
獲
得
が
で
き
な
い
分
野
に
つ
い
て

は
、
再
検
討
の
必
要
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
協
議

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
補
助
率
に
限
ら
ず
、
取
り
組

み
状
況
等
を
総
合
的
に
分
析
し
、
必
要
に
応
じ
て
仕
組
み

や
運
用
の
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
／
制
度
創
設
後
初
め
て
の
予
算
案
審
議
で
あ
っ
た
が
、

市
長
が
目
指
す
地
域
独
自
の
予
算
事
業
と
な
っ
た
の
か
。

答
／
関
わ
っ
た
皆
さ
ん
か
ら
提
案
の
時
期
や
方
法
等
が

分
か
り
に
く
い
と
い
う
声
を
お
聞
き
し
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
課
題
を
解
消
し
な
が
ら
、
目
指
す
姿
に
近
付
け
て
、
誰

も
が
提
案
で
き
る
事
業
と
な
り
、
市
民
の
声
が
政
策
に
生

き
て
い
く
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

問
／
今
、
上
越
か
ら
酪
農
・
畜
産
の
灯
が
消
え
る
か
ど
う

か
の
瀬
戸
際
だ
。
畜
産
危
機
は
市
の
農
業
だ
け
で
な
く
、

市
の
将
来
像
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
だ
。
市
長
は
、
当

市
の
畜
産
危
機
に
つ
い
て
、
ど
う
見
て
い
る
か
。

答
／
畜
産
農
家
戸
数
及
び
牛
の
飼
養
頭
数
は
、
令
和
５
年

２
月
末
現
在
で
22
戸
、
６
８
１
頭
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
酪

農
家
は
８
戸
、
１
３
８
頭
、
肥
育
牛
・
繁
殖
牛
農
家
は
14

戸
、
５
４
３
頭
で
あ
る
。
畜
産
農
家
減
少
の
原
因
は
後
継

者
不
足
に
よ
る
離
農
が
主
だ
が
、
生
産
資
材
や
飼
料
等
の

価
格
高
騰
、
子
牛
価
格
の
値
下
が
り
な
ど
の
影
響
が
畜
産

経
営
を
更
に
圧
迫
し
、
離
農
の
加
速
に
繋
が
る
と
危
惧
し

て
い
る
。

問
／
関
係
農
家
は
、
飼
料
高
騰
対
策
、
牛
乳
消
費
拡
大
な

ど
で
支
援
を
求
め
て
い
る
。
市
と
し
て
、
支
援
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
か
。

答
／
畜
産
農
家
や
関
係
機
関
・
団
体
で
構
成
す
る
「
上
越

地
域
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
」
を
中
心
に
、
施
設
や
機

械
の
共
同
利
用
、
担
い

手
の
確
保
・
育
成
、
出

荷
・
販
売
業
者
等
と
連

携
し
た
「
く
び
き
牛
」

の
消
費
拡
大
な
ど
、
引

き
続
き
畜
産
農
家
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、
畜
産

振
興
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

問
／
国
は
、
５
類
移
行
で
治
療
費
等
の
公
費
支
援
を
段
階

的
に
縮
小
す
る
と
し
て
い
る
が
、
市
の
対
処
方
針
は
。

答
／
支
援
は
当
面
継
続
さ
れ
る
が
、
引
き
続
き
情
報
収
集

に
努
め
、
必
要
に
応
じ
て
国
へ
の
要
望
を
検
討
す
る
。

問
／
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
検
査
が
受
け
ら
れ
る
医
療
機

関
一
覧
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
非
常
に
見
に
く
い
。
市
と

し
て
丁
寧
な
情
報
提
供
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
／
市
民
目
線
に
立
っ
て
、
分
か
り
や
す
い
情
報
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　
政
府
の
原
発
回
帰
と
再
稼
働
を
ど
う
考
え
る
か

問
／
岸
田
政
権
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
の
60
年
超
の
運

転
や
新
増
設
を
認
め
る
姿
勢
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
／
将
来
的
に
は
原
発
に
代
わ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
が
必
要
で
あ
り
、
政
府
が
示
し
た
原
子
力
に

依
存
す
る
こ
れ
ら
の
方
針
に
は
疑
念
を
抱
い
て
い
る
。

問
／
原
子
力
発
電
所
事
故
の
惨
禍
か
ら
市
民
を
守
る
べ

き
市
長
と
し
て
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に

反
対
を
貫
き
、
廃
炉
す
べ
き
と
明
言
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答
／
「
原
発
再
稼
働
は
、
運
営
会
社
の
信
頼
な
く
し
て
あ

り
得
な
い
」、「
今
の
東
京
電
力
の
体
質
で
は
再
稼
働
は

認
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
考
え
に
変
わ
り
は
な
く
、
東
京

電
力
が
法
規
制
上
、
原
子
力
発
電
所
を
運
転
し
得
る
事
業

者
と
の
評
価
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
再
稼
働
の
議
論
に
は

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

安
田　
佳
世
（
久
比
岐
野
）

初
め
て
の
地
域
独
自
の

予
算
事
業
、
目
指
す
姿
は

橋
爪　
法
一（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

畜
産
危
機
は
市
の
農
業
、

都
市
像
に
関
わ
る
大
問
題

平
良
木　
哲
也（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

新
型
コ
ロ
ナ
の
５
類
移
行

に
ど
う
対
処
す
る
か


